
漁　　港 242 33,037,441 240 32,651,598 99 236

漁港海岸 11 33,784,333 11 29,590,038 80 9

漁　　場 2 498,880 2 498,880 100 2

合　　計 255 67,320,654 253 62,740,517 89 247

災害査定
（R1再調査決定額）

本工事費
（千円）

完成

件数

32,639,011

26,873,406

出来高
（千円）

発注

発注額
（千円）

60,011,297

進捗状況

件数 件数
率

（％）

　令和２年10月31日現在の管内県営漁港関係施設災害復旧工事の進捗率は、89％となっています。

498,880

１ 漁港関係施設の災害復旧工事 進捗状況

★★★_スマイル130（いちさんまる）プロジェクトについて_★★★
「130万人誰もが笑顔に」をスローガンに掲げ、「県民の笑顔のために」、「感謝の笑

顔を（県外、世界に）届ける」を活動のコンセプトとし、復興に取り組む職員の気持ちを
盛り上げ、復興に向けた県民と一体感のある取組を展開し、岩手のあるべき未来に追いつ
く復興を推進する取組みです。

さっちゃんNEWS part1

＜綾里中学校水産教室が行われました！＞
10月29日に綾里中学校２年生の生徒を対象とした水産教室が開催されました。このイベント

は平成３年度から続いている伝統行事です。
当日は、はじめに綾里漁協事務所内で和田組合長の講話を頂いた後に、ロープワーク体験が行

われました。生徒達は初めて挑戦する「もやい結び」に悪戦苦闘といった感じでしたが、終盤は
コツを掴んで綺麗に結べるようになっていました。
その後は小石浜漁港から乗船し、ホタテ養殖施設を見学しました。小さな稚貝から手の平より

も大きな成貝までを間近に見学し、ホタテ養殖に関する理解を深めることができました。
綾里中学校は令和3年４月から赤崎中学校と統合するため、現行体制による水産教室の実施は

今年度で最後となります。今後については未定ですが、この取組が継続することを願っています。



数量(ﾄﾝ) 金額(千円) 数量(ﾄﾝ) 金額(千円) 数量(ﾄﾝ) 金額(千円) 数量(%) 金額(%) 数量(%) 金額(%)

22,123 3,273,428 23,653 3,145,561 41,929 4,409,862 94 104 53 74

 

震災前（H20～
H22の平均）との

対比

(２)　大船渡市魚市場の水揚げ状況（１月1日から10月末までの累計）

令和２年 令和元年
震災前

（H20～H22の平均)
前年比

（R２/R１)

(１)　共同利用施設等の整備状況

　漁協や各漁業者、水産加工業者などが共同で利用する施設の整備を支援しています。

　令和2年度に陸前高田市管内で漁船上架施設1件の整備が予定されています。

２ 水産施設等の復旧・魚市場の水揚げ状況

｢さけの子さっちゃん｣は、
大船渡水産振興センターの
PRキャラクターです！

『復興板』に関するお問い合わせ先

沿岸広域振興局水産部

大船渡水産振興センター 〔担当 玉山〕

岩手県大船渡市猪川町字前田6-1合同庁舎4階

TEL:0192-27-9915 FAX:0192-21-1229

さっちゃんNEWS part2

＜サンマの水揚げについて＞
10月に入りサンマの水揚げが増えてきました。いわて大漁ナビによると、大船渡

市魚市場における10月の水揚げ実績は、水揚量が2003トン（昨年同期比1.3倍）、
水揚金額が９億5千5百万円（昨年同期比1.6倍）となっています。
また、11月14日には今季最多の743トンのサンマが水揚げされています。サイ

ズは100～120グラムが主体で1キロ262～380円、平均単価は327円でした。現
在の水揚量の累計は前年同期比より7％減少の4,096トンとなっています。
三陸海域のサンマの漁況の見通しは、11月中旬～12月上旬に三陸南部に漁場が形

成されるが、来遊量は低位水準で減少するきびしい予想となっています。

一般社団法人 大船渡市観光物産協会
では、本州一の水揚げ量を誇るさんまを
通じて、全国に向けて「水産のまち大船渡」
「さんまのまち大船渡」を情報発信すると
ともに、大船渡市民及び市外の方がさんまに関わる体験とふれあいを通じて大船渡市
のファンになってもらうことにより、地域力の維持・強化に資することを目的とした
「さんま焼き師認定試験」を毎年７月の第２土曜日・日曜日の２日間（予定）で開催
しております。残念ながら今年（令和２年度）の開催は中止となってしまいましたが、
あなたも「さんま焼き師」を目指してみませんか？

＜さんま焼き師について＞

出典：いわて大漁ナビ

令和2年１月から10月までの大船渡市魚市場の水揚量は22,123トンで、前年度の94％、震
災前の53％でした。主な水揚げ魚種は、マイワシ(11,319トン、5億8千6百万円)、サバ類
(3,289トン、3億4千9百万円)、サンマ(2,048トン、10億9千6百万円）などでした。なお、
前年度と同等の水揚げ量になった理由は、マイワシが年比の218％も漁獲されたことに影響さ
れています。


